
福島県医療人材対策室

福島県における看護師確保策

ふくしまを応援する「ベコ太郎」

令和８年10月19日 第６回 2040年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会 資料３



看護職員の専門性の向上

• 認定看護師等の養成支援
• がん等専門分野の資質向上
• 感染症に関する看護人材の養成

在宅ケアの推進

医師等と看護職員の連携・協働によ
るチーム医療の推進

看護職員確保取組の全体像

看護職を目指す学生の確保

基本目標②

県内への就業促進と定着化
基本目標③

看護職員の資質の向上
基本目標①

次世代の看護を担う人材の育成

看護師等養成所の教育体制の充実

各地域の医療ニーズに応じた看護力
の向上

看護職員の定着に向けた働き続ける
ことができる環境づくり

各地域の医療機関等における看護職
員確保対策

新卒看護職の県内への就業促進と定
着化

看護職への再就職への支援等

• 小学生・中学生・高校生等を対象と
した看護職の普及啓発

• 看護師等養成施設のPR

• 看護教員・実習指導者等の育成
• 教育環境の充実
• 准看護師養成所から看護師養成所へ
の移行等支援

• 医療機関等の看護職員確保の取組へ
の支援

• 相双地域の医療機関等の情報発信

• 県内の就業情報等の提供
• 看護師等修学資金の貸与等による県内就
業の促進

• 新人看護師等に対する研修の充実
• 助産師の実践力の向上

• 看護職員が働きやすい職場環境づくりの
促進

• 勤務環境改善に対する取り組みへの支援
• ライフサイクルに応じた看護職員の就業

支援

• 県ナースセンターによる再就業支援等
• 潜在看護職の再就業の促進
• 緊急時における潜在看護職の活用

• 各地域の医療ニーズに応じた看護力の
向上

• 相双地域の医療機関における院内教育
体制の充実

• 訪問看護従事者の養成及び資質向上

• 特定行為研修修了者の養成支援
• 特定行為の推進
• 看護職員のネットワーク及び多職種連
携の推進 2



・福島県看護職員需給計画（H30～R5、R6～R11）
・衛生行政報告例
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看護職員数の需給見通し・実績

実績 需要見込

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

実績 23,913 24,046 24,105 24,080

供給見込 23,931 24,150 24,370 24,641 24,895 25,146 24,154 24,303 24,590 24,958 25,427 26,000

需要見込 24,298 24,429 24,720 24,764 24,892 25,147 25,360 25,586 25,712 25,786 25,861 25,935

病院 14,644 14,700 14,866 14,880 14,890 15,043 14,804 14,903 15,003 15,051 15,082 15,123

診療所 3,854 3,863 3,885 3,886 3,881 3,922 3,887 3,958 3,942 3,964 3,985 3,996

訪問看護ST 621 652 669 675 680 686 895 928 947 960 973 983

介護・福祉 3,495 3,517 3,577 3,597 3,608 3,646 4,009 4,036 4,057 4,064 4,054 4,066

行政 917 913 923 925 911 920 988 984 984 984 984 984

その他 767 784 800 801 922 930 777 777 779 763 783 784
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R6～ 若年層向けの取組を強化

■背景
・少子化（18歳人口の減少により全産業で人材の争奪戦）
・医療ニーズは増加
・看護師は子どもに人気・憧れの職業
・新型コロナの影響がまだ残っている

■取組の方向性
・進路を選択する前の早い段階（小学生）から看護の魅力を発信
・「体験」により、強く・長く印象づける
・各年代に応じ、切れ目なくアピール
・進路決定に影響力を持つ保護者層へのＰＲも意識

■具体的な事業
・看護体験イベント開催（リカちゃんリトルナーススクール）

福島県と縁のあるキャラクターを活用
・バスツアー

養成所・病院を訪問し、施設見学のほか、現職看護師や学生と交流
・LINEの活用

プッシュ型で情報発信、進学・就業してからも福島とのつながり
8



■看護体験イベント
リトルナーススクール

■看護の出前講座
看護職が学校へ出向き講義・看護技術の体験を行う

■養成所案内リーフレット
養成所一覧、修学資金、資格取得方法を紹介

■看護師等学校養成所進学相談会
県内看護師等養成所がブース形式で学校説明会

■高校生の一日看護
体験 
病院等での看護体験

■FUKU★BUSツアー
病院・看護学校で見学・体験するバスツアー

小学生 中学生 高校生 看護学生

■福島県看護職ナビ
福島県の看護に関する総合的な情報発信ホームページ

■つながるふくしまナースLINE
看護師の仕事、養成所、病院、イベントに関する情報をプッシュ型で発信

■看護職キャリアス
タートガイドブック
魅力・なり方を漫画で紹介

■修学資金 
一定期間の県内就業
により返済免除

※枠線があるもの
はR6以降に新設、
拡充した事業

■養成所入学促進支援
養成所団体の取組（交流会
等）を支援
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今後に向けた課題

少子化の進行
看護師等養成所入学者が予測（計画における見込）を超える減少

↓

若者向けの取組だけでは今後の需要に応えられない

↓

若者対策に加え、スポットナース等の多様な働き方も含めた潜在看
護師の復職支援の強化、社会人のリスキリングの支援が必要
看護協会（ナースセンター）、ハローワークとの更なる連携・協力

により取り組んでいく
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ターゲット

中学生 高校生 大学生 看護学生 現役看護師
等

休職・潜在
看護師等

保護者

憧れ

知る・学ぶ

就学・就職

キャリアアップ

つながるふくしまナースライン事業

特定・認定・
専門看護師

情報

新人・中堅・管理者その他研修情報

研修会
等情報

ナースセン
ター相談・研

修・
イベント情報

病院情報 離職防止・再就業支援情報

看護職の職場や仕事につい
て知り、進路や将来の仕事
についてのイメージを持つ。

職場や看護の職種や役割、仕事内容の情報を得て、看護の
魅力や資格の取得方法を知り、県内養成施設への進路や福
島で働くイメージを持つ。

県内医療機関への就
業を具体化する。 働き続けることのできる環境を知る

Ⅳ【今後の展開】
○ R7に開設したLINE公式アカウント「つながるふくしまナースLINE」を活用し、
看護職に関する興味・関心カテゴリ（仕事内容、看護学校、病院、イベント、
スキルアップ、復職）に応じた看護の情報を提供。

○ 「福島県看護職ナビ」と連携した事業を実施し、県事業を紹介するコンテンツ
を配信するなど、他事業とも連携して対応。

○ R8年度中に実施するユーザーアンケートをもとに、発信する内容や頻度等につ
いてブラッシュアップ。

○ 登録者が増えなければ効果的な情報発信ができないため、チラシ配布やSNS
広告を通して、広く周知。

Ⅰ【看護職の重要性】  少子高齢化の進展に伴い、現役世代が減少する中、医療提供体制を支える看護職の役割は拡大しており、医師不足対策という観点からも、
看護職の確保推進が一層重要となっている。さらに、看護職を目指す若年層を増やし県内での就職につなげることは、若い世代の県外流出の抑制、特に看護職の
９割を女性が占めることから、女性の県内定着に資する。

Ⅴ【事業効果・成果指標】 
 効果：○ 看護職の増加。

○ 看護師等養成所への入学者増加。新人看護職員の離職を防止。
    ○ 進学・就職で一度県外に出た方でも情報が得られるため、Ｕターン・

Ｉターンが増加。
        ○ データの蓄積と自動配信により、職員の業務が削減。
      ○ オンライン、ペーパーレスによる経費削減。

 指標：○ 養成所等入学者充足率
    ○ 新人看護職員の離職率 
  ○ LINE友だち登録者数

先輩看護職員の活躍情報・現場のインタビュー情報

看護のお仕事体験・イベント情報

福島を知るニュース・わかりやすい保健・医療ニュース

保健師・看護師・助産師になる方法、修学資金制度情報等

県内准看護師養成所情報・看護師養成所等・看護大学情報

発信情報イメージ

④普段の生活の中で目につく情報提供
～看護の情報を身近に～

③ LINEでつながりつづける継続的な
情報発信

～ライフステージを通じてサポート～② 登録者のカテゴリーや興味関心にあっ
た情報発信

～オーダーメイドで情報をお届け～

① LINEを活用したプッシュ型の情報発信
～待ちの姿勢から攻めの姿勢へ～

Ⅲ【課題への対応方針】Ⅱ【看護職確保における課題】
  ① アクセスの問題：ホームページ等に掲載された多くの看護の情報の中から、必要

な情報を自分で見つけ、取捨選択しなければならない。
  ② コネクトの問題：世代ごとに支援策が構築されており、次の世代になると一から

 情報収集しなれければならない。
③ 人材の不足：人材確保は喫緊の課題であるため、広い層へ働きかけなければな

らない。

看護職への理解促進

イベント情
報

看護学校情報
・病院情報
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医療従事者修学資金貸与事業

事業イメージ事業内容

背景・目的・概要

多様化、高度化する保健医療に対応するため、医療従事者（理学療法士、
作業療法士、診療放射線技師、歯科衛生士、臨床検査技師、言語聴覚士、
看護職員）の確保が必要となっている。
これらの医療職種として将来、県内の医療機関等で勤務しようとする者

に対して修学資金を貸与することにより、医療従事者の安定的な育成と確
保及び県内定着促進を図る。

○理学療法士等修学資金貸与事業
・貸与月額   50,000円（課程不問）
・入学金 300,000円（上限）
・返還免除 県内の対象施設において、理学療法士等として修学資金

の貸与を受けた期間の1.5倍の期間（最低３年間）業務に
従事した場合、修学資金の返還を免除する。

○保健師等修学資金貸与事業
・貸与月額
【保健師、助産師、看護師】 国公立 39,000円、民間立 56,000円
【准看護師】 国公立 19,000円、民間立 32,000円
  ※ 南相馬市及び双葉郡内の病院又は診療所に就業する意思のある

  学生については、月額30,000円を加算。
・返還免除 県内の対象施設において、理学療法士等として修学資金

の貸与を受けた期間の1.5倍の期間（最低３年間）業務に
従事した場合、修学資金の返還を免除する。

県内の病院等の
対象施設で
一定期間勤務

医療従事者の安定的な
確保・県内定着

修学資金の貸与により
医療従事者を志す学生

を支援
在学

県内勤
務

県内定
着

被貸与者

修学資金の返還を免除

県内の医療従事者数
増加

福島県
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福島県看護職ポータルサイト「福島県看護職ナビ」は、現役のナースさんはもちろん、看護職を求める方や看護学生、
将来看護職員を目指す中高生まで、看護に関わる全ての方を応援する、総合的な看護支援ポータルサイトです。

福島県の看護系学校を知りたい

福島県の病院を知りたい

お知らせ

看護職インタビュー

資格を取る方法

➢ 看護師のキャリアアップ
（資格認定制度）

➢ 看護師のキャリアアップ
（特定行為研修制度）

➢ 新人看護職員指導者研修
➢ 保健師助産師看護師

  実習指導者講習会
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